
 
 

 

札幌市立東白石中学校 

学校だより第 1号 

令和 7年 4月 9日 

４月８日（火）に１学期始業式が行われ、新学期がスタートしました。 
校長からのお話は「安心して自分らしく挑戦できる学校づくり」を目 

指すというメッセージでした。内容を要約してお伝えします。 
新しい生活への期待と不安を抱える生徒たちへのエールとして、学校 

目標「すすんでよりよい社会をつくる人になる」と、伝統の詩「わたし 
の姿」に触れ、この目標は 10 年以上先の未来を見据え、今その基礎を 
築くことだと説明しました。 
また、「トライアル アンド エラー」の考え方を紹介し、失敗を恐れ 

ずに挑戦し、そこから学ぶことの重要性を強調しました。より良い社会 
を作る大人になるために、中学生である今こそ多くの挑戦と失敗から学 
び、安心して挑戦できる温かい居場所を皆でつくることが大切だと述べました。 
そのために、以下の三つのことを意識するよう呼びかけました。 
・みんなが信じあえる関係をつくること：困難な時も諦めずに、相談したり 
工夫したりして、より良い人間関係を築くこと。 

・学級や学校のことをみんなで考えて決めること：話し合いを通して、みん 
なが納得できる解決策を粘り強く探ること。 

・一人一人の違いを大切にすること：それぞれの個性や考え方を認め合い、 
「自分はここで大切にされている」と思える場所をみんなでつくること。 

最後に、生徒一人一人が自分の理想像をもち、小さな挑戦を重ねながら学 
び成長していくことを期待する言葉で締めくくられました。 

始業式の翌日、４月９日（水）には、168 名の新入生を迎えて、第 59 回入学式が行われました。 
校長が新入生、保護者、来賓に向けて述べた祝辞を要約してお伝えします。 
春の訪れとともに 168 名の新入生を心から歓迎し、歴史と伝統ある東白石中学校の一員となることを

祝福しました。学校の教育目標「すすんでよりよい社会をつくる人になる」と、開校以来受け継がれる
伝統的な詩「わたしの姿」を紹介し、新入生の中学校生活への期待と少しの不安に寄り添いました。 
中学校では、仲間との学び合いを通して、異なる考えを認め合い、困難な目標にも挑戦できること、

そして互いを大切にすることで信頼や絆を育み、自分らしさに気づき成長できることを強調しました。 
これからの三年間は心身ともに大きく成長する時期であり、立ち止まって考え、周りの意見に耳を傾

け、粘り強く進むことの大切さを説き 
ました。困った時には安心して相談で 
きる環境があることも伝えました。 
最後に、志を持った小さな一歩が 

未来を変える力を持つと激励し、新 
入生が豊かでたくましく成長してい 
くことを願いました。保護者に対し 
ては、子どもたちの成長への協力を呼 
びかけ、来賓への感謝の言葉で締め 
くくられました。 
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